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３ 推進体制
・推進体制の運営は、当面の間、県が担うこととし、「マ
ザーレイクゴールズ推進委員会」を設置した。
・マザーレイクゴールズ推進委員会は、地域での活動促進
や団体間をつなぐ役割を担う「世話人」および学術的知見
に基づき琵琶湖や指標の状態をチェックする「学術委員」
を任命し、それぞれから成る「世話人会」、「学術フォー
ラム」を設置することとした。
・なお、マザーレイクゴールズ推進委員会は、審議・重要
事項にかかる意思決定機関であり、世話人会は、ワーク
ショップ等の事業の企画・実施をするための執行機関と位
置づけている。

４ MLGs推進のための事業
今後、琵琶湖の魅力・課題について話し合い、参加者がMLGsへのコミット（びわ湖との約束）を表明するワーク

ショップを積極的かつ柔軟に開催するとともに、学生ライターを起用してMLGsの達成に資する多様な主体の活動に関す
る記事等をまとめたニュースサイトを運営するなど、MLGs推進のための事業を進めていく。

１ 策定
・令和３年７月１日「びわ湖の日」40周年の日に、マザーレイクゴー
ルズ（MLGs）への賛同者を集めて「マザーレイクゴールズ賛同者会
議」を開催した。（６月末時点の賛同者：670者※個人、団体含む）
・賛同者会議の場で、マザーレイクゴールズ（MLGs）アジェンダ
（案）および推進体制のメンバー、今年度の事業計画が承認され、マ
ザーレイクゴールズ（MLGs）の取組が正式に開始した。

２ マザーレイクゴールズ(MLGs)の13のゴール
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